
＼広島大学眼科がクラウドファンディング挑戦中／

広島から挑戦
失明リスクの早期発見を可能にする眼底カメラの開発を

※本プロジェクトはAll or nothing方式のため、募集終了日までに目標金額に到達しなかった場合、いただいたご寄付は返金いたします。
※本プロジェクトへのご寄付は、広島大学へのご寄付となり税制優遇の対象になります。詳細はREADYFORのプロジェクトページをご覧ください。

コース例 一部抜粋

【3,000円｜寄付コース】
■寄付金控除証明書
■お礼のメール

【10,000円｜寄付コース】
■寄付金控除証明書 ■お礼のメール
■結果報告レポート※2024年3月
■結果報告レポートにお名前掲載
（希望制、個人名のみ、サイズ小）

【30,000円｜寄付コース】
■寄付金控除証明書 ■お礼のメール
■結果報告レポート※2024年3月
■結果報告レポートにお名前掲載
（希望制、個人名のみ、サイズ小）

目標金額 200万円 2023年 4月 14日 (金) まで

インターネット上でのお手続きが難しい場合は、広島大学 木内良明/水野優まで直接ご連絡ください。

EMAIL：ymizuno@hiroshima-u.ac.jp TEL：082-257-5246

※各コース金額にシステム手数料（220円/税込）を追加した金額が合計の寄付金額となります。
複数のコースを選択する場合も、お支払いごとに220円/税込となります。

広島大学大学院医系科学研究科視覚病態学（眼
科）教授の木内良明です。

日本での失明原因上位にあたる緑内障や糖尿病網膜
症などの眼底疾患は、自分で見えにくいと感じた時
にはすでに手遅れの場合が多く、早期の眼底検査や
診断・治療が必要です。

今回、我々はスマートフォン接続型の眼底カメラを
使って眼科医が遠隔で読影し、眼科医療につなげて
いく仕組みの構築に挑戦し、多くの患者さんに眼科
医療を届けることを目指します。

しかし、できる限り安価により多くの方々に活用い
ただけることが目標であり、高額な医療機器開発に
比べて大きな投資・寄付は難しい内容です。

今回、クラウドファンディングに挑戦し、いただい
たご寄付は、スマートフォン接続型眼底カメラ作成
とそれを用いた動画/画像の遠隔読影システムの開
発費用に充てさせていただきます。
皆様のご寄付、応援のお言葉をお願いいたします。

広島大学眼科 レディーフォー

https://readyfor.jp/projects/hirodai-ganka


